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七
里
の
渡
し
場
に
初
め
て
鳥
居
が

建
て
ら
れ
た
の
は
、天
明
年
間
（
１
７

　
　
　
８
１
〜
１
７
８
９
）と
さ
れ
て

　
　
　
い
ま
す
。伊
勢
参
り
の
際
の
伊

　
　
勢
国
一
の
鳥
居
と
し
て
、神
宮
の

　
　
宇
治
橋
外
側
の
大
鳥
居
を
貰
い

　
　
受
け
る
よ
う
に
な
り
、近
年
は
、

式
年
遷
宮
の
都
度
、建
て
替
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
回
の
建
て
替
え
で
は
、伊

勢
市
民
も
協
力
、初
め
て
神
宮
の
奉
曳

車
を
お
借
り
し
て
、桑
名
市
民
の
み
な

さ
ん
が「
伊
勢
の
お
木
曳
」の
様
式
で

の
奉
曳
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
奉
曳
車
に
積
ま
れ
る
用
材
は
、解
体

は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
宇
治
橋
の
大
き

さ
で
す
か
ら
、長
さ
約
９
ｍ
と
い
う
、

大
き
な
お
木
を
積
ん
だ
車
と
な
る
の

も
み
ど
こ
ろ
で
す
。　

平成2７年
５月３１日（日）
平成2７年
５月３１日（日）

竣工式　６月７日（日）

　
桑
名
な
ら
で
は
の
石
取
祭
車
が
賑

や
か
に
先
導
し
、市
民
約
１
６
０
０
人

が
曳
き
手
と
し
て
参
加
す
る
奉
曳
車

が
そ
の
後
に
続
き
ま
す
。

　
桑
名
市
民
会
館
前
か
ら
七
里
の
渡

し
場
跡
ま
で
、桑
名
の
ま
ち
の
中
、約

1.8
キ
ロ
を
、木
遣
り
、梃
子
方
な
ど
、こ

の
日
の
た
め
に
伊
勢
神
宮
奉
仕
会
青

年
部
の
協
力
の
も
と
、準
備
を
重
ね
た

桑
名
の
有
志
に
よ
る
奉
曳
団
が
運
行

し
ま
す
。

桑
名
の
お
木
曳

桑
名
の
お
木
曳

実施日

関連イベント開催情報

神
宮
宇
治
橋
の
鳥
居
を
七
里
の
渡
し
場
跡
へ

神
宮
宇
治
橋
の
鳥
居
を
七
里
の
渡
し
場
跡
へ

 奉曳予定
　（約３時間）

【出発式】
９:10　桑名市民会館前

【奉曳】
９:45　桑名市民会館前
　　　　↓
10:42　春日大社裏（南魚町） 着
　　　　【休憩】
11:15　出発
　　　　↓
11:56　春日神社前
　　　　↓
12:30  七里の渡し場跡 着
　　　　↓（移動）
【解団式】吉之丸公園

※一般参加はできません。参加（綱を曳く）の
　申し込みは終了しています。見学は可能で
　すが、歩道にて十分ご注意ください。
※当日は町のなかを運行するため、交通規制
　がありますので、ご注意ください。

●七里の渡し場跡の鳥居
御遷宮により外宮正殿の棟持柱として用いられていた御用材は、１年後、宇治橋外側の大鳥居と
なり新たに建て替えられます。それに伴い、それまでの宇治橋外側の大鳥居は、お化粧直しをされ、
桑名市の七里の渡し場にある「伊勢国一の鳥居」として移設されます。ちなみに内宮正殿の棟持
柱で作られた宇治橋内側の鳥居は、関宿東追分の鳥居となります。

桑名七里の渡し場　伊勢国一の鳥居桑名七里の渡し場　伊勢国一の鳥居
伊
勢
神
宮
奉
曳
車
で
の

5月30日(土)　全国の無形文化財の
指定を受けたお祭りの団体による
「全国山・鉾・屋台保存連合会総会
桑名大会」開催。
メイン会場／桑名市民会館

伊勢のお木曳（特別神領民）

　

平
成
２7
年
４
月
、伊
勢
の
官
民
が
と
も
に

手
を
携
え
、次
回
の
遷
宮
へ
と
襷（
た
す
き
）

を
つ
な
げ
る
新
た
な
組
織
と
し
て「
伊
勢
御

遷
宮
委
員
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　

平
成
２５
年
の
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
に
向
け
、「
お
木
曳
」「
お
白
石
持
行
事
」

を
円
滑
に
実
施
す
る
事
と
伊
勢
の
情
報
発

信
を
目
的
に
平
成
１６
年
に
設
置
さ
れ
た「
御

遷
宮
対
策
委
員
会
」は
、そ
の
役
割
に
区
切

り
を
付
け
平
成
２7
年
３
月
を
も
っ
て
解
散

し
ま
し
た
。そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、次
回
、第

六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮（
平
成
４５
年
）

を
見
据
え
て
、継
続
的
に
伊
勢
の
民
俗
行
事

「
お
木
曳
行
事
」、「
お
白
石
持
行
事
」の
伝

統
継
承
お
よ
び
、神
宮
を
核
と
し
た
誘
客
Ｐ

Ｒ
を
実
施
す
る
た
め
、名
称
も一新
し
、委
員

会
活
動
が
始
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
組
織
で
は
、「
お
木
曳
行
事
」「
お
白
石

持
行
事
」の
実
施
と
共
に
、さ
ま
ざ
ま
な
誘

客
事
業
を
行
って
き
ま
し
た
。例
と
し
て
平

成
19
年「
六
本
木
ヒ
ル
ズ
お
木
曳
」、２5
年
さっ

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
の「
伊
勢
神
話
への
旅
」大
雪

像
の
制
作
な
ど
が
、多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
、全
国
に
伊
勢
、そ
し
て
御
遷
宮
を

周
知
し
て
い
た
だ
き
、経
済
効
果
と
し
て
も

大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。誘
客
に
お
い

て
は
、参
拝
者
数
は
遷
宮
に
近
づ
く
に
つ
れ
増

加
。平
成
２２
年
に
は
８
０
０
万
人
を
超
え
、平

成
２５
年
は
１
，４
２
０
万
人
を
超
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

神
宮
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち
伊
勢
と
し

て
、誘
客
Ｐ
Ｒ
事
業
の
継
続
は
大
き
な
課
題

で
す
。ま
た
、伊
勢
御
遷
宮
委
員
会
事
務
局

は
、委
員
会
の
方
針
に
沿
って
伊
勢
神
宮
奉

仕
会
に
よ
る
初
穂
曳
、神
嘗
祭
奉
祝
委
員
会

に
よ
る
神
嘗
奉
祝
祭
と
連
携
し
、民
俗
行
事

の
伝
統
継
承
、お
よ
び
誘
客
事
業
に
つい
て
、

窓
口
を一本
化
し
諸
行
事
に
対
応
し
ま
す
。

 

●
平
成
三
十
二
年 （
２
０
２
０
年
）

 

●
平
成
三
十
三
年（
２
０
２
１
年
）

 

●

 

●

 

●●
平
成
三
十
七
年（
２
０
２
５
年
）

●
平
成
三
十
八
年（
２
０
２
６
年
）

●
平
成
三
十
九
年（
２
０
２
７
年
）

 

●●
平
成
四
十
一
年（
２
０
２
９
年
）

 

●

 

●

 

●●
平
成
四
十
五
年（
２
０
３
３
年
）

●
平
成
四
十
六
年（
２
０
３
４
年
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
開
催

国
民
体
育
大
会（
国
体
）
三
重
県
開
催

山
口
祭
／
御
杣
始
祭
等

　
遷
宮
関
連
諸
祭
の
は
じ
ま
り

御
樋
代
木
奉
曳
式

お
木
曳
初
式

第
１
次
お
木
曳
行
事

第
２
次
お
木
曳
行
事

宇
治
橋
渡
納
　

宇
治
橋
渡
始
式
　

お
白
石
持
行
事
　

遷
御
の
儀
　

別
宮
御
遷
宮

　

神
宮
の
式
年
遷
宮
は
、20
年
ご
と
に
行
わ

れ
ま
す（
式
年
と
は
決
まった
年
、と
い
う
意

味
で
す
）。次
の「
第
六
十
三
回
神
宮
式
年

遷
宮
」は
平
成
四
十
五
年（
２
０
３
３
年
）で
す
。

「
お
木
曳
」ま
で
は
…
あ
と
11
年
で
す
ね
！

月夜見宮 お白石持行事 報告（中面をご覧ください）

 

次
の
御
遷
宮
を
見
据
え
て
始
動
！

　
伊い

せ勢
御ご

せ

ん

ぐ

う

遷
宮
委
員
会 

発
足

御
遷
宮
対
策
委
員
会
か
ら
伊
勢
御
遷
宮
委
員
会
へ

Q 
次
の
御
遷
宮
っ
て

　
　
　
　
い
つ
で
す
か
？

東京での写真展（H２5）

六本木ヒルズお木曳（H19）

さっぽろ雪まつり大雪像『伊勢神話への旅』（H２5）

新しい看板を掲げる
鈴木市長と

上島商工会議所会頭

「伊勢 神話への旅」ホームページ
http://www.isesengu.jp


